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静岡鉄道秋葉線
　　電鉄専用鉄橋工事
静岡鉄道秋葉線
　　電鉄専用鉄橋工事

秋葉線は1902年から1962年9月20日まで、現在の袋井駅から遠州森
町駅の12.1ｋｍを運行していた路面電車です。太平洋戦争終戦直後の食
糧不足の時期には、沿線の農村に向かう買い出し客が殺到し、車両の屋根
に乗客が乗るほどであったそうです。しかし1962年には車社会化により輸
送量が減少して全線が廃止されました。
もともとの路線が現在の県道袋井春野線の道路上に敷設された併用軌

道であったこともあり、廃線跡は大部分が道路に転用されているほか、区
画整理によって線路跡自体が消滅してしまっており、現在は秋葉バスサー
ビスが代替路線を運行しています。

秋葉線太田川鉄橋を行く（昭和33年）
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長崎スタジアムシティ長崎スタジアムシティ

富士山静岡空港から福岡空港へ飛行機で移動し、特急「かもめ」と西九州新幹線「かもめ」を乗り継いで長崎市を訪れました。2022
年に開業したばかりの新幹線「かもめ」はとても美しく、指定席の座席に木目の美しい木製素材が使われていたことに感動しました。
長崎市は歴史ある街ですが、新駅舎は非常にモダンで、「ブルネル賞」を受賞するような
高いデザイン性を備えています。駅周辺も近代的に整備されている一方で、古びた路面電
車や山間に広がる歴史を感じさせる街並みも残っており、異なる文化が融合してきた長崎
ならではの魅力を肌で感じることができました。
その中でも「長崎スタジアムシティ」は、近代的な民間主導の大型複合施設として、ス

ポーツ・商業・ビジネスが融合する日本最先端の空間だと感じました。スタジアムもアリー
ナも選手との距離が非常に近く、長崎ヴェルカの選手たちの練習風景を商業施設の通路か
らそのまま見学できるなど、プロスポーツを身近に体感できる工夫が随所に見られました。
長崎市の新たなランドマーク「長崎スタジアムシティ」。皆さんもぜひ一度訪れて、その魅
力を直接感じてみてはいかがでしょうか。

広報委員会は、10月31日に「長崎スタジアムシティ」の視察を行いました。民間企業が主体となって建てられた大型
複合施設を間近で体験することで、地元の地域づくりに活かせるということもあり、現地取材を行いました。

事業のコンセプト
長崎の魅力・価値を地域一体となって磨き上げ、長崎に住む方、長崎を訪れる方に感動と誇りあふれる「今」を届ける

これまでの軌跡（公式HPより引用、一部抜粋）
2020年 7月 22日 長崎スタジアムシティ　基本計画を開始
2020年 12月 18日 長崎スタジアムシティ　基本計画完了
2021年 4月 28日 長崎スタジアムシティ　建設会社優先交渉権者決定
2021年 9月 7日 スポーツ庁及び経済産業省が定める「多様な世代が集う交流拠点としてのスタジアム・アリーナ」に選定
2022年 6月 26日 起工式
2023年 11月 13日 前年祭
2024年 9月 6日 竣工式
2024年 10月 4・5日 長崎ヴェルカ　HAPPINESS ARENAでの初戦
2024年 10月 6日 V・ファーレン長崎　PEACE STADIUM Connected by SoftBankでの初戦
2024年 10月 14日 長崎スタジアムシティ　グランドオープン

敷地面積 約75,000㎡　※内訳：6,015.48 ㎡（北敷地）、68,737.30 ㎡（南敷地）
建築面積 約44,600㎡   延べ面積 約194,000㎡ 延べ床面積　 183,373㎡
建物高さ 約60m 最高部の高さ 約65m
駐車台数 約1,100台
構　　造 S造（鉄骨造）、RC（鉄筋コンクリート造）、SRC（鉄骨鉄筋コンクリート造）
事 業 主 ジャパネットホールディングス
開　　業 2024年10月14日
設計期間 2020年7月～22年6月 施工期間　2022年7月～24年9月
事 業 費 約1,000億円

『PEACE STADIUM Connected by SoftBank』

施設概要（公式HPより引用）

主な施設（公式HPより引用）

視察を終えて

サッカー専用スタジアム　略称「ピースタ」
V・ファーレン長崎のホームスタジアム

『HAPPINESS ARENA』多目的アリーナ
プロバスケットボールクラブ「長崎ヴェルカ」の
ホームアリーナ。屋内スポーツだけでなく音楽コン
サートや展示・物産展等での使用も可能な多機
能・可変型施設。

『スタジアムシティホテル長崎』
客室からスタジアムの臨場感を味わえる「スタ

ジアムビュー」や長崎の街並みを楽しむことがで
きる「シティビュー」の2種類の客室、天然温泉や
プールなど施設も充実。

『ショッピングモール』
商業棟だけではなく、オフィスやコンコースなど
施設間を回遊できる構造となっています。九州
初や長崎初出店のショップなど約９０店舗が出
店しています。

民間企業が主体となり、外部専門家のサポートも活用しながら、サッカースタジアムを中心に
アリーナ・商業施設・ホテル・オフィスなどの大型複合施設として2024年9月に竣工、同年10月に開業しました。

『ジップライン』
日本初サッカースタジアム上空を滑走し、絶景を
楽しめるジップライン！長崎の美しい景色と長崎ス
タジアムシティの特別な眺めを同時に楽しめます。

『ナイトミラージュ』
夜のサッカースタジアムのピッチを舞台に、シー

ズンで変わる幻想的な演出を好きな席で見学で
きます。

他にも『バスケットボールコート』や『ピックル
ボールコート』、『フットサルコート』、『VSスタジア
ム長崎』などの多彩なアクティビティが充実して
います。また、『温泉＆サウナYUKULU』はお風
呂とサウナはもちろん、オシャレな空間で読み放
題の漫画を楽しんだり、勉強や仕事をしたりでき
る長期滞在型温浴施設となっています。

THE STADIUM BREWS NAGASAKI
（クラフトビール） 公式マスコットヴィヴィくん
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旧掛川営業所（掛川市領家）と旧磐田営業所（磐田市鳥之瀬）の２拠点を統合し、2025年5月に掛川営業所として、掛川
市杉谷南の地に従業員数約70名の新たな営業所を開設いたしました。
南向きの外観は、アイボリーラインとダークブラウンのアースカラーを使用し、落ち着きと自然との調和を表現しています。
1階に執務スペースならびに電気設備の健全性を確認する試験室を、2階に会議室、食事室等を配置しています。
屋外には、教育･訓練用設備として、受電キュービクルおよび電柱を設置し、富士山を望むことのできる環境で地域のお客

さまに電気を安全にお使いいただけるよう日々 努力を重ねております。

航空から見た外観
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工事概要

工事名称 一般財団法人 中部電気保安協会 掛川営業所 新築工事
工事場所 静岡県掛川市杉谷南二丁目　1番11
発 注 者 一般財団法人 中部電気保安協会
工　　期 2024/5/21～2025/3/25
建物概要 鉄骨造　地上2階建　
敷地面積 2162.25㎡　　　建築面積　745.78㎡ 延べ床面積　1211.24㎡

建築工事 株式会社川島組
電気工事 浜電工業株式会社
設備工事 株式会社浅岡工業
設計監理 柴木設計室

一般財団法人 中部電気保安協会 掛川営業所 新築工事一般財団法人 中部電気保安協会 掛川営業所 新築工事
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意見交換会　中遠農林事務所

意見交換会　袋井土木事務所

袋井土木事務所長表彰中遠農林事務所長表彰
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23（
木
） 

第
7
回 

正
副
会
長
会
議

・袋
井
建
設
業
会
館
貸
出
規
程
の
見
直
し
　
ほ
か

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

7
／
31（
木
）  

第
2
回 

総
務
委
員
会

・令
和
8
年
度
以
降
の
委
員
会
構
成
等

・親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
　
ほ
か

■
安
全
委
員
会

7
／
2（
水
） 

第
3
回 

安
全
委
員
会

・当
面
の
活
動
に
つ
い
て

7
／
2（
水
） 

第
39
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会

　（
袋
井
建
設
業
会
館
） 

【
参
加
者
52
名
】

・安
全
管
理
優
良
事
業
場
等
の
表
彰

・安
全
重
点
目
標 

・ 

安
全
の
誓
い
　
ほ
か

7
／
30（
水
） 

第
4
回 

安
全
委
員
会

・当
面
の
活
動
に
つ
い
て

7
／
30（
水
） 

安
全
研
修
会
 

【
受
講
者
47
名
】

・「
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
」（
建
災
防
技
術
管
理
部
）

・「
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」（
磐
田
労
基
署
）

8
／
6（
水
） 

建
設
工
事
関
係
者
連
絡
会
議（
磐
田
労
基
署
）

8
／
21（
木
） 

県
外
視
察
研
修
　
 

【
参
加
者
13
名
】

・日
立
建
機
日
本
㈱
中
部
支
社
三
河
支
店・ト
ヨ
タ
会
館

ほ
か

10
／
2（
木
）・3（
金
） 

第
62
回
全
国
建
設
業
労
働
災
害

防
止
大
会﹇
神
戸
﹈　
 

【
参
加
者
5
名
】

10
／
14（
火
） 

三
者
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル（
袋
井・森
地
区
  

 【
参
加
者
7
名（
磐
田
労
基
署 

袋
井
土
木 

協
会
安
全
委
員
】

10
／
15（
水
） 

三
者
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル（
小
笠
地
区
） 
 

 【
参
加
者
8
名（
磐
田
労
基
署 

中
遠
農
林 

協
会
安
全
委
員
】

10
／
17（
金
） 

第
52
回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会

﹇
静
岡
労
政
会
館
﹈ 

【
参
加
者
13
名
】 

■
広
報
委
員
会

7
／
17（
木
） 

第
4
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」（
8
/
1
発
行
）の
校
正

8
／
22（
金
） 

第
5
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
5
号
」の
編
集
計
画

9
／
25（
木
） 

第
6
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
5
号
」の
編
集

令
和
7
年
7
月
〜
10
月

表
彰

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰

 

永
田
　
聡
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 

（
磐
田
市
）

 

村
松
敬
祐
 

丸
明
建
設
㈱
 

（
袋
井
市
）

 

山
本
康
敏
 

大
沼
建
設
㈱
 

（
森
町
）

◆
令
和
７
年
度 

中
部
地
方
整
備
局
優
良
工
事
等
表
彰

■
中
部
地
方
整
備
局
長
表
彰

　
優
良
工
事
施
工
者

 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 
 

（
磐
田
市
）

 

戸
塚
建
設
㈱
 
 

（
掛
川
市
）

　
優
良
工
事
技
術
者

 

太
田
靖
男
 
（
㈱
ア
キ
ヤ
マ
） 
（
磐
田
市
）

■
静
岡
営
繕
事
務
所
長
表
彰

　
優
良
工
事
技
術
者

 

増
田
　
翔
 
（
戸
塚
建
設
㈱
） 
（
掛
川
市
）

■
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
長
表
彰

　
優
良
工
事
施
工
者

 

㈱
小
原
組 

 
 

（
菊
川
市
）

　
優
良
工
事
技
術
者

 

牛
見
和
生
 （
㈱
小
原
組
） 
（
菊
川
市
）

　
関
係
協
力
会
社
技
能
者

 

松
浦
直
己
 （
中
山
建
設
㈱
） 
（
掛
川
市
）

10
／
16（
木
） 

第
7
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
5
号
」の
原
稿
確
認

10
／
31（
金
）・11
／
1（
土
） 

取
材
研
修

・長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
　
ほ
か
 
【
参
加
者
6
名
】

■
土
木
委
員
会

7
／
7（
月
） 

第
4
回 

土
木
委
員
会

・当
面
の
活
動
に
つ
い
て

7
／
25（
金
） 

第
5
回 

土
木
委
員
会

・当
面
の
活
動
に
つ
い
て

7
／
25（
金
） 

技
術
発
表
会﹇
技
士
会
共
催
﹈【
受
講
者
57
名
】

7
／
25（
金
） 

第
2
回
技
術
者
講
習
会
 【
受
講
者
57
名
】

・「
中
遠
農
林
事
務
所
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

（
中
遠
農
林
）

・「
建
設
工
事
事
故
の
発
生
状
況
」（
袋
井
土
木
）

・「
地
方
建
設
業
D
X
で
日
本
に
希
望
の
燈
を
」（
燈
㈱
）

8
／
6（
水
） 

第
21
回
親
子
現
場
見
学
会﹇
技
士
会
共
催
﹈

 
 

【
参
加
者
53
名（
う
ち
親
子
19
組
38
名
）】

・磐
田
市
駒
場
防
潮
堤
建
設
現
場・航
空
自
衛
隊
浜
松

　
広
報
館「
エ
ア
パ
ー
ク
」　
ほ
か

（
敬
称
略
）

【電子申請方式の操作方法についてのお問合せ先】 ＴＥＬ.０１２０-００６-１７５
建退共静岡県支部　〒420-0851静岡市葵区黒金町11-7-12階　TEL 054-255-6846

建退共加入事業所のみなさま 建退共の掛金が電子申請で納付可能になりました！
❶電子申請方式とは
共済証紙に代わる「退職金ポイント」とい
う電子ポイントを事前に購入し、被共済
者の就労日数を登録した「就労実績ファ
イル」により、個々の被共済者の掛金とし
て充当するものです

❷電子申請方式の申し込み方法は
電子申請方式申込書をダウンロードし建
退共静岡県支部に提出

①金融機関で証紙を購入する必要はありません
②手帳への証紙貼付や下請への現物交付が不要
③共済証紙受払簿の作成・管理が不要
④新規手帳申込等がオンライン申請できます
⑤加入履行証明願の作成が負担軽減
⑥発注機関等への提出・提示書類が軽減されます

電子申請方式のメリット

9
／
12（
金
）・13（
土
） 

県
外
視
察
研
修﹇
技
士
会
共
催
﹈

 
 

 

【
参
加
者
15
名
】

・国
交
省
近
畿
地
整
近
畿
技
術
事
務
所
　
ほ
か

■
建
築
委
員
会

7
／
18（
金
） 

第
１
回 

建
築
委
員
会

・令
和
7
年
度
の
事
業
計
画
　
ほ
か

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

7
／
23（
水
） 

家
畜
伝
染
病
協
定
締
結
団
体
研
修
会

　（
県
畜
産
振
興
課
主
催
）

8
／
26（
火
） 

静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下一斉
情
報
伝
達
訓
練
  

　
 

 

【
参
加
会
員
47
社
】

8
／
27（
水
） 

道
路
啓
開
情
報
伝
達
訓
練（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

・道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
訓
練
  【
参
加
会
員
38
社
】

9
／
3（
水
） 

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会（
浜

松
河
川
国
道・県
西
部
地
域
局
共
催
） ﹇
W
e
b
開
催
﹈

・今
年
度
の
取
組
　
ほ
か

9
／
11（
木
） 

災
害
応
急
対
策
協
力
者
と
の
連
携
訓
練

（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

9
／
12（
金
） 

災
害
協
定
に
基
づ
く
出
動
要
請・応
諾
訓

練（
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
主
催
） 【
参
加
会
員
3
社
】

9
／
19（
金
） 

安
全
対
策
協
議
会
地
震
対
策
部
会
情
報
伝

達
訓
練（
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
主
催
）

10
／
17（
金
） 

移
動
式
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
装
置
設
置
候
補
地

現
地
調
査（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
主
催
）

・調
査
箇
所
：
5
箇
所
 

【
参
加
者
3
名
】

10
／
20（
月
） 

中
部
道
路
啓
開
計
画
協
議
会
静
岡
県
W
G

（
静
岡
国
道
主
催
）﹇
W
e
b
開
催
﹈

10
／
23（
木
） 

袋
井
建
設
業
協
会
災
害
対
策
本
部
要
員
参

集
訓
練 

 
 

【
参
加
者
13
名
】

・会
館
機
能
確
保
、物
資・資
機
材
確
保
　
ほ
か

10
／
23（
木
） 

第
3
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会

・家
畜
伝
染
病
埋
却
演
習
　
ほ
か

10
／
1（
水
）  

監
理
技
術
者
講
習
 

【
受
講
者
24
名
】

　
■
知
事
表
彰

　
　
◇
土
木
工
事 

優
良
工
事

 

㈱
鈴
恭
組
 
 

（
磐
田
市
）

　
■
交
通
基
盤
部
長
表
彰

　
　
◇
土
木
工
事 

維
持
管
理
業
務

 

倉
見
建
設
㈱ 

 

（
森
町
）

 

乗
松
建
設
㈱
  

（
磐
田
市
）

 

㈱
東
榮
建
設 

 

（
袋
井
市
）

　
■
経
済
産
業
部
農
林
水
産
統
括
部
長
表
彰

　
　
◇
農
林
土
木
工
事 

優
良
技
術
者

 

花
田
　
剛
 （
㈱
鳶
宗
建
設
） 
（
磐
田
市
）

　
■
袋
井
土
木
事
務
所
長
表
彰

　
　
優
良
工
事

 

㈱
鳶
宗
建
設
  

（
磐
田
市
）

 

㈱
堀
内
土
木 

 

（
磐
田
市
）

　
　
維
持
管
理
業
務

 

㈱
藤
本
組 

 
 

（
掛
川
市
）

 

㈱
堀
内
土
木
  

（
磐
田
市
）

 

平
野
建
設
㈱
  

（
磐
田
市
）

 

㈱
山
本
組
 
 

（
掛
川
市
）

　
　
優
良
小
規
模
工
事

 

㈱
遠
興
 

 

（
掛
川
市
）

　
■
中
遠
農
林
事
務
所
長
表
彰

　
　
優
良
工
事

 

㈱
永
井
組
 
 

（
袋
井
市
）

　
　
優
良
技
術
者

 

村
松
代
志
郎
 （㈱
永
井
組
） 
（
袋
井
市
）

　
　
災
害
復
旧

 

㈱
山
田
 

 

（
掛
川
市
）

　
　
地
域
貢
献

 

㈱
マ
ル
ブ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
 

（
袋
井
市
）

 

㈱
鈴
恭
組
 
 

（
磐
田
市
）

7
／
3（
木
） 浜
松
河
川
国
道
事
務
所
等
と
の
意
見
交
換
会

 
 
【
出
席
者 

浜
松
河
川
国
道
等
9
名
、協
会
9
名
】

7
／
10（
木
） 

袋
井
土
木
事
務
所
へ
の
要
望 【
会
長
ほ
か
】

・「
建
設
現
場
に
お
け
る
サ
マ
ー
タ
イ
ム
導
入
」に
関
す
る

意
向
調
査
結
果

9
／
12（
金
） 

第
21
回
献
血
活
動
 

【
献
血
者
39
名
】

10
／
19（
日
） 

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動

・浅
羽
海
岸（
松
林
植
樹
地
） 
【
参
加
者
4
社
7
名
】

10
／
29（
水
） 

中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

 
 

【
出
席
者 

中
遠
農
林
関
係
11
名
、協
会
16
名
】

10
／
29（
水
） 

袋
井
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

 
 

【
出
席
者 

袋
井
土
木
関
係
19
名
、協
会
15
名
】

令和7年12月1日発行令和7年12月1日発行
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法
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 袋
井
建
設
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協
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第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

https://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（https://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

建設業年末年始労働災害防止強調月間 「無事故の歳末　明るい正月」令和7年12月1日～令和8年1月15日

■磐田労働基準監督署安全衛生課
　労働基準監督官 松尾 輝己 氏
　「労働災害防止について」
　～熱中症対策の法改正とその対応・安全パトロールについて～
■建災防技術管理部
　安全管理士・衛生管理士 黒澤 淳一 氏
　「現場パトロールのポイント」
　～化学物質の管理・熱中症対策・災害事例など～

あいさつ
袋井建設業協会 中山勝義 安全委員長

講演
建災防安全管理士・衛生管理士 黒澤 淳一 氏

安全研修会 7月30日（水）

河川の増水対策として現場小屋
を高床式にしている

快適トイレが設置されていた バックホウのキーの抜き忘れ
（労働安全衛生規則第160条）

玉掛けワイヤーロープの点検不足
（クレーン等安全規則第220条）

すぐ直そう！！これい～ね！

第52回静岡県建設業労働災害防止大会

於：袋井建設業会館　2階大会議室　47名参加

 10月17日（金） 静岡労政会館 6階ホール

安全委員視察研修
8月21日（木） 安全委員13名参加

官民合同による三者合同安全パトロールを実施しました

日立建機日本（株）中部支社三河支店 ほか
安全講話聴講及び施設見学

第62回全国建設業
労働災害防止大会in兵庫
10月2日（木）～3日（金）

兵庫県神戸市 ワールド記念ホールほか

【功績賞受賞】　㈱若杉組　若杉 有城 氏

会員の関心の高いテーマの講演を聞くことができました。

実施日 10月14日（火）　　参加7名
参加者 磐田労働基準監督署　松尾労働基準監督官
 袋井土木事務所　梅原検査監
 袋井建設業協会安全委員会・建災防袋井分会 
 落合副委員長 他 安全指導者4名
実施箇所 袋井土木事務所管内　2現場（袋井市上山梨・森町牛飼） 

【事業場賞】 平野建設㈱
 正光建設㈱
【功 労 賞】 ㈱アキヤマ 富田 広一 氏
【功 績 賞】 ㈱沖開発 沖　 寛貴 氏
 ㈱アキヤマ 秋山 錠太 氏
【職 長 賞】 大沼建設㈱ 宮崎 守人 氏
【安全標語 佳作】 ㈱アキヤマ 鈴木 淑晶 氏
【けんせつ川柳 佳作】 ㈱アキヤマ 松本 広美 氏 

実施日 10月15日（水）　　参加8名
参加者 磐田労働基準監督署　廣野産業安全専門官
 中遠農林事務所　櫻田検査監　田中検査監　伊藤検査監
 袋井建設業協会安全委員会・建災防袋井分会 
 中山委員長 他 安全指導者3名
実施箇所 中遠農林事務所管内　2現場（菊川市倉沢・菊川市牧之原）　

全体で220人
袋井分会から13人の参加でした。


